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Ｉまえがき

アオウミガメ（Ｃｈｅｌｏｎｉａｍｙｄａｓ(Linnaevus））の生活史は不明の部分が多い。それは、ア

オウミガメの生活域が非常に広いことも一因である。

小笠原諸島で卵からふ化した稚ガメは、ほとんど小笠原海域にとどまることなく、遠く伊豆諸島、

南西諸島海域に索餌回遊し、７～１０年後、産卵のために再び小笠原諸島に帰ってくる。

索餌海域については、過去の標識放流による若干の知見から、夏季には北海道近海、冬期には南

下して伊豆諸島以南の太平洋岸に生息しているようである。

回帰等を検討する基礎となる標識放流については、種々の方法が試みられているが、放流時体重

２５牙のものが、約１００ｋ9で産卵回帰するため、過去の魚貝類の標識がそのまま使えないという

問題がある。

本研究は、昭和５５年～５７年度のアオウミガメのふ化技術及び放流稚ガメの飼育技術の問題解

決を目的とした「アオウミガメ増殖技術改良に関する研究」に引続き、５８年度は索餌回遊域であ

る南西諸島での、未成熟ガメの資源生態知見の収集を行ったが、本年度は更に引続き、伊豆諸島海

域において同様の調査を実施した。

又、前年に引続きアクチベブル・トレーサー法を活用した標識技法を検討し、アオウミガメ資源

増殖のための基礎資料の一助とする。

～

Ⅱ調査研究の方法

各年度毎の調査計画は表１のとおりである。

表１年度別調査計画

調査年度

Fr55~r5５
項 目 研究の主

￣

曰

5８ 5９

(1)

(2)

(3)

地域別漁獲量調査（索餌回遊経路の解明）

食生・成熟度等調査（保護方策の解明）

索餌海域環境調査（同上）

○
○

○
○
○

未成熟アオウミガメ

の生態解明

○
○
’
○

大量標識技法の確立 ○ ○

－１－



昭和５９年度の調査方法

1）未成熟亀の生態解明

（１）地域別漁獲量調査

本年度は未成熟亀の多い東京都下の伊豆諸島（図２）について．主として聞きこみによりウ

ミガメ類の種類、分布、産卵、捕獲、その他を調査し、更に、各島各所に飼育中のもの、又は

保管されている標本類によって、種の査定と体型の測定を行った。（測定部位は図１参照）

（２）食性、成熟度調査

入手し得た未成熟亀の胃内容物、生殖巣により、食性及び成熟度を明らかにする。

２）大量標識技法の確立

（１）標識の簡易化による大量標識技法の確立

１

サケの回遊

。なお、使

現在の標識は大きさとの関係で、生後１年経過しないと着装出来ない。そこで、」

状況の追跡等に試みられているアクチバプル･トレーサー法を検討することとした。

用元素は希士類元素ユーロピウム（Ｆｕ）である。

』

メ

ｉａｍｙｄａｓ）

び

長
幅
長
幅

甲
甲
甲
甲

背
背
背
背

直
直
曲
曲

Ｌ
Ｗ
Ｌ
Ｗ

Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ

ｓ
Ｓ
ｃ
Ｃ

図１測定部位
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図２伊豆諸島のウミガメ類の分布
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Ⅲ調査結果

l伊豆諸島のウミガ〆類の生態

１）ウミガメの種類と分布

伊豆諸島で今回記録されたのは次の５種である。

アオウミガメＣｈｅｌｏｎｉａｍｙｄａｓ（Ｌｉｎｎａｅｕｓ）

タイマイＥｒｅｔｍｏｃｈｅｌｙｓｉｍｂｒｉｃａｔａ（Ｌｉｎｎａｅｕｓ）
．。Ｉ,

アオウミガメCarettacarettEj(Linnaeus）

ヒメウミガメＬｅｐｉｄｏｃｈｅｌｙｓ／Ｏｌｉｖａｃｅａ(Ｅｓｃｈｓｃｈｏｌｔｚ）
．’十．

.､._

オサガメＤｅｒｍｏｃｈｅｌｙｓＣｏｒｌａｃｅａ(Ｌｉｎｎａｅｕｓ）

これらの分布を図２に示した｡即ち､;アオウミガメは大島～鳥島まで分布し、南にゆくほど多

く、周年生息する。

タイマイは大島～青ヶ島間まで分布し、南に行くほど多い傾向が見られる。
鯨;と

アカウミガメは大島~三宅島間でば夏に多く:､八丈島では春に多い傾向が見られる。
、､隈．‐．

；『.､顕

ヒメウミガメは八丈島で夏季(こ誠熟亀が1頭捕獲されたのみである。

オサガメは大島、新島、八丈島でそれぞれ捕獲された事例がある。この漂海性の大型亀は海流

に乗って、伊豆諸島海域を通過中の管のが捕獲されたのであろう。

２）ウミガメ類の慣用語（地方名）

アオウミガメの肉は各島とも食用にし、八丈島では古くは背甲を亀卜に、油は灯油に用いた。

現在は未成熟亀で剥製を作っている。この様に利用度が高いので地方名も多く５つの慣用語があ

る。（表２）

タイマイはその甲のササクレ立った形からササガメ（笹亀）と呼ばれる。

アカウミガメは利用度が少ないせいか慣用語は少なく、オサガメ、ヒメウミガメについては慣

用語がない。

［表２ウミガメ種類別慣用語

語 島名

伊豆諸島:/,､{’
神津島、青錺島
新島

神津島、青ヶ島

八丈島、青ヶ島

神津島、八丈島、青ヶ島

新島、八丈島

慣用和；名

アオウ゛ミガメ ｈミガメ（成熟亀）ゼロ.=?、ﾅ

カメ
ーハ.

アオガメズマ蔦

アカガメ（未成熟亀）
アサヒベッコウ

ササガメ

アカガ〆

タイ

アカウ

ヒメウ

オサ

－マ イ

ミガメ

ミガメ

ガ〆

－４－



3）産卵状況

伊豆諸島は砂浜が少なく、ウミガメ類が産卵する可能性のある島は、大島～新島、神津島、三

宅島、八丈島の５島である。今回の調査で産卵が確認されたのは、大島、新島、神津島、三宅島

の４島である。（表３）

4）ふ化稚亀の形態

大島、三宅島で得られたアカウミガメのふ化稚亀を測定した（表４）。大島産では平均甲長

４．２ｍ!、４．０ｍz、三宅島産では４．３c77lであった。

表３アカウミガメの産卵

産卵の有無 地名

弘法浜、砂ノ浜、行者浜

名
島
島
島
島
島
島
島
島

根
津
宅
丈
ヶ

島
大
利
新
式
神
三
八
青

＋

前浜、羽伏浦＋

多幸湾

三池湾

＋
＋

表４アカウミガメのふ化稚亀の体型

島
島
島

名
宅

島
大
三
犬

体重範囲直甲長範囲年月日

3０．８．１９

４５．９．

５１．１２．２８

４．１５cｍ4.2～４８c771

4.3

3.8～４３

４
１
９
１

１８．５牙

１５．４～1８０ １７．１牙

５）ウミガメ類種類別体型

各島において測定した５種、２８６個体の測定値（表５～８，図３～５）を各種類毎に述べる

と次のとおりである。

（１）アオウミガメ

各島とも未成熟亀から成亀まで捕獲されているが、八丈島、青ヶ島が最も多く、まとまって

－５－



表５オサガメの捕獲例捕獲されている。八丈島では曲

甲長範囲３０．３～１０１．２cm、平均

５５．５，１､青ヶ島では３５５～69.0

,1、平均４７．２c７'１である。各島

併せると３０．３～101.2cm、平均

52.0,1,が多い。（表６，図３）

(2)タイマイ

青ヶ島が最も多く、北に行く

ほど測定数は少ない。曲甲長は

図４）

(3)アカウミガメ

曲甲長(ＣＣＬ） 捕獲方法

トビ流刺網

突棒（都南丸）

トビ流刺網

建切網（共和九）

流刺網（武洋丸）

年月日

30.3.-

33.8.12

34.4.30

44.6.5

50.4．

八丈島

利島沖

青ヶ島

新島

八丈島

l10cm

lOl

l26

128(174ｋ9）

146

曲甲長は１６．０～65.5ｍ!、平均３９．９，１と未成熟亀で占められる。（表７，

八丈島が最も多く捕獲される。曲甲長範囲は、ふ化稚亀を除けば5.8～１２０，１、平均５８４ｃｍ

となるが、図５で明らかなように未成熟亀と成亀とに分解できる。（表８）

(4)ヒメウミガメ

八丈島近海で捕獲された１個体のみで、曲甲長３６ｍ'の未成熟亀である。

(5)オサガメ

目撃例は他にもあるが、実際に捕獲されたのは５頭（表５）、曲甲長範囲は１０１～１４６，１、

平均122.2ｍ'、オサガメとしては小型で未成熟亀である。

－６－



表６アオウミガメ測定値

(、!）(ＣＣＬ）曲甲長

４２８．３４．２※・３１．７

７４．５

４２．６

３９．３

４２．８

43.2

102.3（直）※

９０．０※

９２．０

５０．７

３３．２※（直）

93.4

100.0（直）

９５．５

５６．８．５０．０．９６．５．４６．０

５２．０．４２．５．３８．５．４２．５

４２．０．４０．０．６７．５．４０．９

６３．０．８３．０．４８．０．９５．０

６５．８．５４．６．１０１．２

３７．５．３９．０．４３．８．４９．６

４２．２

３０．３※

３８．５．５２．８．９２．０．３４．４

39.0.37.0.40.0.47.0

３９．０．４８．０．３８．０．４３．０

４９．５．４９．５．５５．０．５３．５

４７．０

３９．５．４２．５．４５．０．５２．０

６２．０．５３．０．４３．０．５２０

３５．５．４１．０．４３．０

６０．５．５３．５．４８．２．５７．７

場所

５２．９．４

５４１２．－

５５．３～４

５５．６．２８

５６．１．２２

５８．１０．２６

大島

利島

神津島 ５７．７．８

５０．８．２３

５０．１２．２５

５２．５．２３

５４．７.２８

５５．５．２８

５５．８．１０

三宅島

・７９．１

・７２．５

・７０．５

・４７．５

・４８．０

・４０．５

・６８．７

・４３．５

・５６．５．

・４８．０。

・５０．５．

・７９．０

・４５．５

・８９．５

・８７．０

・４７．０

4７．８．－

八丈島 4８．－－

５１．２．２８ ・５２．４．４２．０．４６．０．４２．０．

5２．６．１０

・３５６

・４１．０．３７．０

・４４０．４８．０

・６３．５．５８．０

・４７．０．４７．５．

・４４０．４３．５．

・５０．５．４６．５．

48.8.7～９

青ヶ島
・４２．０．５７．５．６３．５．５０．５．

・３９．０．３８．０．３８．０．３８．５゜

5０．７．２３

・39.5.69.056.10.17

(直）：直甲長※：標識放流再捕亀

－７－



表７，タイマイ測定値

(c、）曲甲長（ＣＣＬ）

島
島
島

所
宅
丈

場
大
三
八

川
川
一
川
一
Ⅲ
川
一
剛
Ⅲ
川

4２．１０．

５４．１２．

（３４．４直）

・４６．５．４１．４

・４２．１．４６．７

・４３５．３０．０．４４．５．３５．８．６５.５．３３．５．３９．０．

・４４．０．３４．５．３８．３．３３．５．３６.０．２９．８．３８．０．

・３７．５

44．夏季

56.10.17

青ヶ島

表８アカウミガメ測定値

曲甲長（ＣＣＬ）

８７．０

４．２～4.8（直）・４．２（直）

(〃!）場所

2９．６．１７

・6.-

37.6.9

49.7.5

51.10.28

53．秋

大；島

120.0（１５０ｋ9）

３．８～4.1（直）・４０（直）

８５．１

４．５

７２．０（６７．１ｋ9）８

５．８（４３ｋ9）

５６．８．７９．５．２５．０．８６．０．８８．０.８９．５．８５．０．７２．０

７０．０．８４０１．１０．０．９１．０．９３．０．８６．５

１３．８（３００？）

２２．５（１．６ｋ9）

６．０（５０牙）

１９．５（1.04k9）□

７３．０．８６．０．８６．０

７８．０．７１．０．８６．０．９４．５

３１．８．－三宅島

御蔵島 ４１．７．－

37.8.31

47．以前

八;丈島 4７．４．１

４７．４．－

４７．１０．２５

４８６１０．７

４７．以１１青ヶ島

－８－
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図４タイマイ曲甲長（ＣＣＬ）組成
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図５アカウミガメ曲甲長（ＣＣＬ）組成

伊豆諸島のウミガ〆漁業

伊豆諸島で古くからウミガメ類を捕獲していたことは、大島、利島、新島、

２

伊豆諸島で古くからウミガメ類を捕獲していたことは、大島、利島、新島、三宅島の各島の石器

時代の遺跡から出士するウミガメ類の甲や骨から明らかである（図６）。当時は海岸に産卵のため

上陸したウミガメや漂着したウミガメを捕獲したものと思われるが、有史後では潜水による素手、

銘、網漁具等を用いたり、後に漁船を用いて銘、網漁具で捕獲することもあった。

伊豆諸島のウミガメ漁業の概要は次の通りである。なお、参考までに各島のウミガメ類やカメ漁

を図７～１２に示した。

１）大島のカメ漁

西岸にカメの産卵場が２個所あり、年々数は少なくなるが産卵に上陸することから、上陸亀の

捕獲はあったと思われる。又、貝藻類の潜水漁業（素潜り、ヘルメット潜水）中に発見するアオ

ウミガメやタイマイを捕獲することも多く、他にイセエビ網による混獲がある。カメ漁専業者は

いない。

２）新島のカメ漁

カメコギ漁（亀漕漁）と呼ばれる漁業が古くからあった。今は操業されていないが参考までに
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記しておく。

追込漁

物見柱のある漁船でウミガメの浮くのを発・見して追い、投石でおどして浅場に追い込み、

最後に潜水して捕獲する。アオウミガメはおとなしいが、アカウミガメは噛みつくので捕獲

の際、薪を口に咬えさせる。

鈷突漁

ヒルオイ（昼追）、ネゴシ突（根越突）、メガネ突（目鏡突）、シキコギ（白波糟）、ヨ

トポシ（夜燈）、の５つの漁法にあって、正月と八十八夜に操業した。最近では大島と同じ

く潜水漁業、網漁具（イセエビ刺網、建切網、定置網）による混獲が主で専業者はいない。

３）神津島のカメ漁

新島と同じく鈷突漁と素手漁がある他、イセエビ刺網、建切網、定置網による混獲がある。鈷

突漁の銘先を図９の様に、鈷先の返しが内側を向いているのは珍らしい。

２月にシンマモン（南西の風）が吹〈と、亀は浮くので船をクツタラカシ（波間に漂わせてお

き）、浮いた亀を突く。カメ漁専業者はいない。

４）御蔵島のカメ漁

江戸時代中期の文化、文政（１８０４～１８２９年）頃の御蔵島の島民生産労働図額（稲根神社）

に、銘突漁の図があるので古くからカメ漁があったことが判る。現在はほとんど操業されていな

い。（図１０）

５）三宅島のカメ漁

従来は潜水漁業、イセエビ刺網等による捕獲であったが、定置網が入ってからは網漁業の混獲

が多く、漁獲量は年によって変動が多い。体重もさまざまであり、幼亀から成亀まで入網するこ

とが判る。月別の入網頭数を見ると、三宅近海に周年生息していること＿夏季に多く特に７月に

集中して多いことが判る（図１２，１３，表９)。夏季は高水温で餌料となる天草類を捕喰し行動も

活発化するのであろう。

６）八丈島のカメ漁

伊豆諸島中で最も多くカメ漁がおこなわれていたと思われる。このことは図８，１１を見ても

わかるとおり、捕獲した大亀の絵図があったり、２種のカメを区別した図があったり、又、ウミ

ガメを解体した時に肉の部分を４８種に分けて名称をつけている（八丈実記、１８５５）ことから

も判る。

カメ漁はアオウミガメを対象として操業し、未成熟亀は複数による素潜りで交替で追い込み捕

獲する他イセエビ刺網で混獲される。成亀では鈷突漁で捕獲する。

漁場は八丈島沿岸と青ヶ島沿岸で、アオウミガメは主として夏季に操業する。又、春季トビ刺
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網によりアカウミガメも混獲される。

7）青ヶ島のカメ漁

「昔から素潜りの鈷突漁があって３０貫目位の大亀をとった。アカガメ（島でアオの未成熟亀を

このように呼ぶ）が多く、タイマイは少ない。又、陸からのカメ釣り（うけ釣り）がある。主と

して未成熟亀を釣る。

図６貝塚又は遺跡より出士したウミガメ類の分布
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》
図７新島のカメ（伊豆海島風士記、１９７４）
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図８八丈島のアオウミガメ

伊豆海島風士記、天明２年（１７８２）
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図９神津島のカメ鈷先
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図１０御蔵島の亀突
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図１１八丈島のアオウミガメ

表９アオウミガメ入網状況（三宅島定置網）

個体別重量

ＴｒＥＦ－－三丁

均
一
下 数

数
頭年月

５９．１０

５４．５

６

７

８

５５．４

５

６

７

５６．７

９

５７．７

８

１０

５８．１１

計

上
一
Ⅲ 旬

8０

200

100

８０

4５８４１０

８０６．６９．０
719 1１

100

150

５０１００

４０

１５０１２０

８０

１４０５５９０

1，１５５ 1０

３４０
9０ 4０

５０

160
４

1００

４０

７８

6５

8０ ５

４０

２７２７３２

4０

11 1５ ６
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図１２アオウミガメ月別入網頭数（Ｓ５３～５８）
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図１３三宅島漁協定置網捕獲亀体重組成
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３種苗生産

１）採卵用親亀

本年の小笠原諸島における捕獲頭数は例年より多く２１６頭、総重量は２５，００３ｋ9である。

島別では例年通り母島列島が多く、１７６頭、２０，５０２ｋ９，父島列島では３９頭、４，３６１k9で

ある。（表１０）

これらの列島別、月別捕獲頭数と重量は表１０のとおりで、列島別、雌雄別の直甲長、体重は

図１４～１７のとおりで、父島・母島ともに共通した値を示す。採卵に用いた親亀は母島産が多

く６４頭で、直甲長８４．４～１０３．７ｍ!、平均８L7cw1、体重９１．０～１８４k,、平均１３４k9である。

２）産卵、採卵、埋卵、ふ化

本年度産卵用親亀は６４頭でその中６１頭が産卵した。蓄養池内の産卵は５月３１日より始ま

り８月２５日で終了した。盛期は例年通り７月で、産卵回数は１～６回であった。（表１１）

採卵数は２４６腹、２６，３３９粒である。埋卵は２６，１５２粒で、ふ化したのは２０，５３７頭で７８．５％

のふ化率である。その他、天然卵を９６０粒採卵保護し、７８７頭ｶﾐふ化した。（表１２）

表１０月別、列島別捕獲量

年戸Ei～l琶別 父島列島 母島列島 聟島列島 計

頭ｋ７
５（622）

２（235）

１２（1,454）

２６（2,917）

3６〈4,107）

３９（4,788）

５４（6,050）

３４（3,908）

昭和５９年

３月中

下

４月上

中

頭ｋ９
１（128）

kl
494）

235）

頭

４（

２（

頭ｋ９

く
く
く

170）

229デ

349）

ｊ
ｊ
Ｊ

別
冊
朋

２
６
７

１
２
３

く
く
く

２
２
３

1０

２４

３３下

（417）

（634）

（1,652）

５月上

中

下

６月・７月

８月上

中

．下

計

（4,371）

（5,416）

（2,256）

３
６
５
１

胡
侶
四

禁 漁 期 間

く
く
く

105）

514）

l63ji

（105）

（654）

（163）

(25,003）

１

５

１

１
６
１
｜
川

１（140）

3９（4,361） 176（20,502） ｌ（140）

※：直背甲長による推定値
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図１４父島捕獲亀の雌雄別直甲長（ＳＣＬ）組成
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図１５父島捕獲亀の雌雄別体重組成
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図１６母島捕獲亀の雌雄別直甲長（ＳＣＬ）組成
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表１１個体別産卵数

産卵月／日・産卵数 個標識
〃

産卵数
計

回数
1回 ３回２回 ４厄１ ５回 ６回

８
８
６
７
３
５
４
９
６
７
０
５
３
３
４
１
６
３
０
５
７
９
１
８
０
６
７

Ｍ
Ｍ
Ｍ
刑
〃
”
γ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
ワ
ヮ
ワ
汎
ワ
ワ
ヮ
洲
Ｍ
Ｍ
Ｍ
γ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
γ

兜
ね
朗
叫
肥
朋
Ⅶ
３
田
皿
肥
弘
Ｗ
祁
皿
Ｗ
刈
肥
Ⅱ
Ⅲ
叫
皿
冊
冊
筋
ｎ
冊
肥
的
脆
而

１
１

１
１

１
１

１
１
１

１
１
１

１
８
０
４
７
３
０
４
７
４
９
１
２
６
０
０
０
９
１
７
４
２
６
３
７
１
５
９
４
４
２

Ｍ
加
肌
γ
Ｍ
Ｍ
別
Ｍ
Ｍ
Ｍ
〃
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
〃
０
Ｍ
け
り
〃
Ｍ
加
伽

雛;ﾙﾆ
９３．９

９１．８

９３．８

９６．４

97.8

100.6

９０．２

９７．３

９３．９

１０Ｌ７

９５．２

９３．３

９７．７

９６．９

９５．１

９３．０

91.3

103.7

99.3

100.5

８８．７

９９．６

８７．６

９４．３

92.1

102.8

９３．１

９２．２

９５．９

９５．６

９５．４

３
旧
叫
把
朋
的
朋
Ⅵ
刈
祀
円
別
別
駆
別
咽
蛆
蛆
咀
、
氾
佃
叫
冊
Ｗ
、
肥
旧
ｎ
羽
妬

１
１
１
１
１
１
，
１
１
１
２
２
２
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

肥
刊
旧
別
切
冊
〃
３
羽
佃
佃
銘
田
切
Ⅱ
砠
閉
似
的
妬
田
妃
Ｗ
Ⅲ
研
卿
咀
胡
Ⅱ
冊
別

３
１
４
４
２

３
５
５
４
４
４
５
４
４
５
３
４
３
１
６
３
４
３
５
６
３
１
１
３

３
２
４
４
２
１
４
１
４
４
４
４
４
４
５
４
５
３
４
３
２
６
５
４
４
５
６
３
１
１
４

Z/２５９０１８/１０７２１８/2４９３
６
１
３
５
２
９
１
３
９
９

３
３
１
２
２
３
９
１
０
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１

３
２
０
３
６
２
９
５
９
６

ｖ
〃
洲
汎
加
ｖ
塊
り
印
〃

Ｎ
１
則
Ⅶ
Ⅲ
Ⅷ
Ｉ
別
Ｉ
Ｍ
１
Ｊ
Ⅶ
Ⅲ
Ⅶ
Ｉ
Ⅲ
ｌ
Ⅷ
１
Ｍ
判
Ⅲ
Ⅵ
ｌ
Ⅱ

３
３
９
２
９
４
９
１
１
２
２
５

１
１
１
１
１
１
１
１
１

９
７
１
０
３
０
６
０
５
５
２
８

Ⅵ
孤
加
Ｍ
汎
加
汎
沈
加
別
加
汎

岨
皿
Ⅲ
冊
別
妬
別
船
朋
Ⅳ
．
Ⅲ
姐
切
ｎ
冊
蛇
ｎ
冊
肥
Ⅲ

１
１
１
１
１
１

１
１
１
１

１
１
１
１
１
１

8/11104

8/2１１０８

９
３
９
１
５
１
０

６
６
１
９
１
０
９

９
６
１
６
３
２
８

γ
Ⅵ
γ
功
ワ
ワ
ヮ

１
１
４
９
８
５

〃
洲
Ⅷ
加
功
Ⅷ

鮒:ilM川，
1２１

82

147

100

128

113 雛北川，

'１１／７９４１Z/２０９４１Ｍ６１００

次頁へ
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産卵月／日・産卵数標識
〃 回数

７
４
５
７
１
６
９
５
２
０
９
７
０
２
０
６
７
６
５
０
４
７
６
０
４
４
２
７
４
３

〃
り
り
Ｍ
け
り
い
り
〃
Ｍ
け
り
Ｍ
Ｍ
Ｍ
い
り
け
り
Ｍ
〃
Ｍ
〃
ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
〃

'6/２９１１９

６/２６９２

６/２１９４

７/２４１２２

６/１８１１２

６/２４９０

'Z／２１２５

６/２１７２

６/２１１０３

６/２５１２０

６/２５１２８

６/23113

71／７９３

'Z／８６６

７/ｉ３６８

７Ｚ／９９９

６/２３７７

６/２４１３１

６/２３９９

'１Z／５１１４

６/２１６４

６/３０１０７

６/２２１３３

８／６１１５

７/２２１１７

'Z/１３５８

６/２６９５

'Z／４１０５

６/２８１３５

７/i７１１４

３
２
３

川
汎
〃

５
５
８

ｍ
加
川

川
棚
佃
側
側
伽
Ⅲ
佃
柵
川
棚
〃
刎
伽
棚
棚
棚
柵
Ⅲ
Ⅲ
棚
伽
Ⅲ
Ⅲ
刎
川
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
｜
計
一
柵
｜
制

100.5

９２．１

９０．４

９２．１

９６．１

92.1

101.7

９２．６

９７．４

９７．４

９７．４

９３．１

９６６３

９３．７

８４．４

９８．８

８５．３

92.0

100.0

９１．２

９５．５

97.3

100.1

８９．４

９９．８

８９．５

９１．０

９３．７

９５．３

９１．１

８
０
０

Ｖ
Ｍ
洲

仏
“
門
岨
別
肥
田
別
別
妬
Ⅳ
羽
仙
朋
巧
而
沼
田
叫
田
屹
帥
砠
刈
朗
別
而
朋
四
週

１
１

１
１
１
１
１

１
１
１
１

１
１
１

１
６
５

６
０
０

１
１
１

163

９１

１０３

126

８３

９８

8/２５１６４

８／５１３１

８/1５８４

Ｗ
酊
岡
俎
加
的
刈
朗
「
門
船
‐
加
珊
閉
糾
Ⅱ
冊
弘
別
Ｅ
Ⅲ
朗
羽
刈
羽
加
珊
舶
別
刊
妬

８
５
５
２
３
３
６
５
６
６
６
４
２
２
２
３
４
４
３
３
４
５
８
２
２
１
５
２
６
３

６
６
６
２
４
４
５
６
６
５
５
４
３
３
３
４
５
５
３
４
６
５
６
２
２
２
６
３
５
３
｜
棚
－
８
｜
川

２
７
６
４
３
９
２
７
７
１
９
４
５
９
６
０
３
６
５

γ
γ
別
ワ
ワ
ヮ
Ⅵ
γ
加
加
加
ｖ
ワ
ヮ
ヮ
随
γ
別
〃

６
１
０
８
７
２
０
０

別
〃
油
加
加
加
閃
〃

２
２
２
２
３
３
５
２
６
５
５
４
２
１
９
０
４
１
３

２
０
３
０
１
１
２
０
９
９
６
０
９
１
１
４
１
１
４

１
１
１
１
１
１
１
１

１
１
１

１
１
１

２
９
６
７
５
８
７
２

０
３
０
１
２
１
９

１
１
１
１
１
１

３
１
８
５
４

Ｍ
附
加
〃
例 '１１'二今

７
８
３

Ｍ
Ⅷ
伽

９
３
３

９
８
０
１

Z/３０１０４

８／７８７

６
７
９
８

〃
例
加
汎

Ｍ
ｎ
別
師

１
１
１

９
４
０

沈
肌
閃 ,Illjiﾕ：

Ⅶ
Ⅷ
伽
川

7/2２９７ 8／５９６１８/１７１１１

２
７
０
８

９
７
３
０
１
１

'Z/2７１４０ 8/1３１５０

５３１８6１ 5,751 6,190 5,418 4,429 2,344 1，１８１

９０７6/2195.6/2577.6/27116.7/i０１１６.Z/26131.Z/28132.9/2128.9/２１１２６

(註）〃４８２．４９２．４９６の３頭は未産卵
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表１２旬別・産卵・埋卵・ふ化数

産卵数 埋卵数 ふ化数

１，４１０
１，７７１

２，６１５

３，２４５
２，８６３

２，３３１

１，５９５
１，２７６
２４０

１７，３８２

上
中
下

肚
中
下

上
中
下

計〈
ロ

1，８２４

２，６９２
３，４５３

1，７９５

２，６６９

３，４３１

3，９９８

３，５６９
２，８６１

3，９５７
３，５４４

２，８５０

1，９２７

１，５２７
２７２

１，９１６

１，５２４
２７２

２２，１２７ ２１，９６８

４放流と再捕

１）ふ化稚亀の放流

昭和５９年７月３１日～１１月２４日までに廷５２回、２０，４５０頭を放流した。放流場所は父

島６個所－１７，０７６頭、その他１２８頭、母島は１個所で３，２４６頭である。（表１３，図１８）

２）１歳未満亀の標識放流
※

前年開発した｡､型標識を用いて、父島１００頭、母島５１頭、併せて１５１頭を放流した。放流

は父島(５９．３．２７）と母島（５９．４．２４）と１ケ月の差があるので、それぞれ直甲長、体重も異な

り、父島は平均直甲長１５．５ｍＡ平均体重７００父母島は平均直甲長１６．４ｍ１－平均体重８４０牙であ

った。（図１９）

３）成亀の標識放流

父島海域の天然産卵を調査中に捕獲した親亀を２９頭、当センター蓄養池内の産卵用雌亀を２０

頭（内２頭は母島）、雄亀を１０頭、併せて５９頭を放流した（表１４，１５）、雄亀の放流は
※※

過去に２頭しかないことから、貴重な実験である。

４）再捕

本年の再捕亀は１８頭である。その内訳は、父島で９頭、母島で３頭、日本本土で５頭と伊豆

諸島の利島で１頭である（表１６，１７）。これらの再捕亀のうち父島へ回帰した１頭は放流後

約３年、他の４頭は約４年後であった。宮崎市日南市地先へ回勝した１例は、父島放流後１７日

目であり、過去の記録中最も早いものである。又、小笠原から雄亀が日本本士に回ｉｉｉ：する事例が

今回はじめて明らかになった。雄亀の標識放流は過去に１頭（兄島で放流後、三宅島で再捕）の

みと少なく、今回を含めて２頭になる。又、今回父島初寝浦で再捕された産卵亀は、昭和５６年

７月１０日、同一地点から放流し、同年８月１８日、士佐清水で再捕された後、再放流され、今

回最初の放流地点に回帰して再再捕された。

父島→士佐清水→父島と３年に亙る産卵、索餌、産卵の事例が明らかになった。

母島で再捕された３頭の中、２頭は標識が脱落していたので詳細は不明である。（表１６）。

※海洋センターの飼育亀５０頭を含む。

※※昭和５４年４月４日、昭和５７年６月１６日に父島より放流。計２頭
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表１３ふ化稚亀の放流数

その年月日

５９．７

８

９

１０

１１

計

計

１

７，４４８

９，８４２

２，８７８

280

20,450

１
７
０
１
３

冊
、
必
妬

１

1,060

1,388

1,900

2,646

６００

1，２５０

３，３０６

９００

４，４４８

５３７

５

127

２２８２ ４５５６ ，２４６ １２７4，３４８１５，８８５

図１８放流地点（●印）
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(頭）５０

４０

父島 Ｎ＝１００
－

Ｘ＝１５．５
3０

2０

1０

０

1０１１１２１３１４１５１６１７１８１９２０（c､）

(頭）
４０

４

１
６

５
１

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

Ｎ
ｌ
Ｘ

島母

3０

2０

1０

０

1０１１１２１３１４１５１６１７１８１９２０（c〃）
(詞

5０

父島Ｎ＝１００
￣

Ｘ＝６９９．８
４０

3０

2０

1０

０

(頭）
３０

１００２００３００４００５００６００７００８００９００１０００１１００１２００１３００（’）

母島 Ｎ＝５１
￣

Ｘ＝８４３．０

2０

1０

０

'００２００３００４００５００６００７００８００９００１０００１１００１２００１３００（，）

図１９放流亀直甲長（ＳＣＬ）体重組成
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表１４父島産卵上陸亀標識放流

年月日

５９．６．１７

６．２７

〃

識 備考

産卵後

再捕

標

右足・黄上920下929

〃〃603左足･黄986

〃〃９８７

〃〃９８８

〃〃９９１

左足・黄９８９

〃〃９８８

〃〃９９３

〃〃９９４

〃〃１，００１

〃〃９９７

〃〃５８６

〃〃９９５

〃〃１，００２

〃〃１，００３

〃〃１，００４

〃〃１，００５

右足・黄667．左手赤165

〃〃１，００６

〃〃１，００７

〃〃１，００８

〃〃９８６

〃〃１，０１１

〃〃１，００９

〃〃１，０１０

〃〃１，０１２

〃〃１，０１３

左足・黄１，０１４

〃〃605(放流用ﾀﾞｸﾌ

〃253(番号のみ）

〃〃１，０１５

大村海岸

北初寝

〃

初寝浦

小浜

境浦

ウグイス浜

扇浦

小港海岸

初寝浦

焼場海岸

初寝浦

豚海岸

境浦

松山海岸

豚海岸

ジョン・ビーチ

初寝浦

ジョン・ビーチ

松山海岸

小浜

北初寝

〃

Sノンョン・ビーチ

豚海岸

鬼海岸

豚海岸

ジョン・ビーチ

コペペ浜

７
２
４
７
５
８

●
●
●
●
●
Ｏ

朋
拠
釦
冊
開
皿

〃

産卵後

〃

〃再捕

〃

〃

産9N前

〃

〃再捕

産卵後

〃

産ﾛﾛ前

〃

〃

〃再捕

〃

〃

産，B後

産卵前再捕

〃

産9N後

産卵前

〃

〃

〃

６．２８

〃

〃

９０．７

99.2

100.0

９７．４

８３１

９７．０

９３．６

９０．０

９８３

９５．４

９０．０

８９．３

９７．３

９４．８

９４．２

９０．３

１０１１

９８．７

９５．１

９０．４

９６．３

９２．９

７．１０

〃

７．２１

７．２２

〃

〃

〃

７．２４

〃

〃

〃

７．２５

〃

７．３０

〃

〃

〃

〃

〃

〃

７．３１

〃

産卵後再捕

〃

焼場海 92.07．３１

※直甲長（ＳＣＬ）

－２５－



表１５親亀標識放流（捕獲亀）
樅
〃
樅

足

識曄》〉》》繩一口〕》曰》座呼いい》座屏》いい》樅〃〃縦根択〃
／
／
／

／ 右

標直甲長

(ＳＣＬ）
性別場所年月日

色号番

Ｊ赤く黄
赤

赤／
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
／
／
〃

黄
黄

黄

985／454

980／162

1,021／406

1,022／180

1,023／175

1,024／445

1,025／486

1,026／453

1,027／448

1,033／438

1,031／491

1,032／489

1,034／482

1,035／404

1,036／479

1,037／478

1,038／473

1,039／415

1,040／758(418）

1,045／456

1,046／463

1,047／413

1,048

1,049／182.

1,050／416

1,051／671

1,052

1,053／497

1,054

1,055／916(337）

９８０

９５．１

９４．３

93.3

101.7

９２．１

９２．０

97.4

101`７

９５．３

８９．２

９１．２

９８．８

８７．６

９３．１

８９．８

９７．７

８８．９

８７．６

８６．６

８９．６

９１．２

９５．６

９６．９

９３．１

８９．４

９３．７

100.1

９７．２

９９．８

命
。
○
十
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
へ
。
ｏ
十
〃
〃
〃
令
。
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
ｏ
や
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

5９．６．２０

８．２５

１０．３１

〃

〃

〃

〃

〃

〃

１２．２８

６０．１．１

〃

〃

〃

２．８

〃

〃

〃

〃

２．９

〃，

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

黄

黄／赤

〃

黄／黄

黄

黄／赤

黄

黄／赤（赤） 〃／右足
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表１６父・母島列島の再捕亀

葦
流 楠再

経過日数 標識

右足黄988

右足黄586

右足黄６６７
左足赤１６５

〃

１０カ月１８日

右足
左足

黄６０３
黄286

5５．８．７

１カ月３日59.6.26 〃

右足
左足

黄６０５
２５３

葵iII
黄７２５

55.8.24

56.7.13

56.6.13

？
標識有

１s100.1〃？ 〃

註Ｓ＝ＳＣＬＣ＝ＣＣＬ

表１７日本本土における再捕亀

三二詩i斎ｉｆ再洞壼卜塲笥蒜引 経過日数 標識

黄５８８

標識取り
はづし

黄１００１
標識取り

はづし

黄９６７
標識取りはづし
再放流

４８１

３年７カ月5５７．１７

59.7.21 1.5カ月

58.7.23 1年３．５カ月

59.10.31

再放流

黄１０２４

赤４４５

黄９３９
赤３５９
死亡

59.10.31 ２６日

5８．８．１４ 291日

註Ｓ＝ＳＣＬＣ＝ＣＣＬ
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５大量標識技法の確立

１）目的及び方法

アクチバブル・トレーサー法をアオウミガメの標識放流に採用できるかどうか検討する。

具体的には、ふ化稚亀に希土類元素ユーロピウム(Ｅｕ）を、餌料に一定量混ぜて、一定期間投

与し、Ｅｕの蓄積がカメのどの部位に表われるか、明らかにする。

２）経過

昭和５８年８月生れの稚亀４５頭を試験、対象区に分けて飼育し、試験区の２２頭にふ化後１８

日間、約３００ｐｐｍ(湿重基準）のＥｕを餌料に混入し投餌した後、通常の餌料にもどして１年飼

育後、試験、対象群から各２頭を解体し、表－１８に示す２９の部分に分けた約１００叩の乾物

について、日本原子力研究所の原子炉により放射化分析をおこない、Ｅｕ含量を測定した。なお、

飼育期間中の成長は良く、Ｅｕによる悪影響はなかった。分析及び試験等についての指導は東海

区水産研究所の梅津室長にお願いした。

３）結果及び考察

Ｅｕ投与後には肝臓、脾臓などに多くＥｕが存在したが、１年後には消失し、腹甲骨と頭骨０．３

ｐｐｍ(乾物基準）程度残存していることが判明した。（表１８）

現在、満２年飼育の幼亀について、Ｅｕの残存とＥｕ含有量の個体変異を検討中なので、Ｅｕ

実用の適否は判定できると考えられる。

Ⅳ本年の成果と問題点

本年度は前年の南西諸島に引続き、伊豆諸島の各島の未成熟亀の資源生態を調査した。

現在カメ漁業の専業者がいないため調査が困難であることは南西諸島と同様であるが、伊豆諸島

は東京都水試の分場が大島と八丈島にあり、調査上種々の協力が得られた。

伊豆諸島は南西諸島以上にアオウミガメの未成熟亀が多数生息していると推定される。その理由

としては餌になるテングサ資源が豊富であることも一因であるが、小笠原諸島に近いことも索餌海

域として重要なことと思われる。

伊豆諸島に生息する未成熟亀が、南西諸島産か、小笠原諸島産か、今後の課題であろう。

アクチベプル・トレーサー法は、１年後に頭骨と腹甲骨に残存することが判名したので、引続き

飼育中の満２歳亀を用いてＥｕの残存とＥｕ含有量の個体変異を分析、検討すればＥｕ実用の適否

は判定できると思われる。
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表１８ウミガメ放射化分析試料

キャプセルⅡキャプセルⅢキャプセルＩ

推定、"g
UOOsec）
(800sec）

繍
画
蝋
棚
一
」
｜
｜
｜
龍
Ⅲ

ii騨与〃
｡i蝉LTO18

前睦ﾗﾁﾝmC-19
胃TC-20

腸TC-21

肝臓TC-22

脾臓TC-23

腎臓TC-24

心臓TC-25

脂肪TC-26

胸肉ＴＣ－２７

Ｅｕ胃TEu-49

腸ＴＥｕ－５０

肝臓Eu-51

脾臓TEu-52

腎臓TEu-53

》□Ⅲ｜》｜」》」Ｅ』’一》刈師珊一》・－勺｜］》一冊・

汁印》か■引引印『仲川Ｔ圓主一一弓皿》「］曰Ｂ一一Ⅶ斗弘

(ＩＢＨｉ）

(8:If3）

(8冊）

(Ｉｉｌｉｍ

心臓TEu-54

(8:鵬） 脂肪TEu-55

胸肉TEu-56

★Ｅｕｓｔａｎｄａｒｄ

(8:脇）̄

(8:8霊）

1593.5/i８ 15900/i８

測定月日

１９８４－４－５１０：３９～１１：０９照射（３０分）′８４－４－１３，４－１４測定

★Ｅｕｓｔａｎｄａｒｄ

④Ｅｕ(NO3)，・6H20MW446067(999%)_ＥｕＡＷ１５Ｌ９６
Ｅｕ(NO3)｡・6Ｍ２;36噸501M→Eu99Wmz/5Ｍ：StockSolution26/''５９
ＳｔｏｃｋＳｏｌｕｔｉｏｎ５０〃→５０畑fill-up：Ｅｕ9.992叩／50伽：（１solution）

１．Ｓｏｌｕｔｉｏｎ5.0〃→501Mfill-up：Ｅｕ９９９２ａｇ／50城：（２solution）

２．ｓｏｌｕｔｉｏｎ5.0伽→５０秘fill-up：Ｅｕ99.92匹g／50祁→０．０９９９２匹g／0.05〃

Ｅｕ99.92αg／50ＭｓｏｌｕｔｉｏｎＯ､05〃を口紙に吸収・乾燥※（乾物293.3叩）
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